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2024（令和 6）年３月 26日

伊丹市教育長　木下　誠

一
、　

今
の
時
代

　

現
在
は
、
異
常
気
象
や
Ａ
Ｉ
の
急
速
な
進
展
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
先
行
き
不
透
明
な
予
測
困
難
な
時
代
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

生
き
る
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
「
人
類
の
存
続
」
に
か
か
わ
る
難

問
や
、
社
会
の
急
激
な
変
化
な
ど
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

二
、　

重
点
的
な
取
組

　

①
「
主
体
性
、問
い
を
立
て
る
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」の
育
成

　

Ａ
Ｉ
が
さ
ら
に
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
広
が
る
社
会
に
お
い
て
は
、

既
存
の
問
い
に
正
解
を
出
す
こ
と
よ
り
、
新
た
な
問
い
を
立
て
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
し
か
し
本
市
の
子
ど
も
た
ち
は
、
主
体
的
に
学
べ
な
い
、

問
い
を
立
て
る
力
が
弱
い
、
対
話
的
な
学
び
が
深
ま
ら
な
い
と
い
っ
た

課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
に
お
い
て
は
、
自
分
に
と
っ
て
必
要
な
学
び
を
自
分
の
力
で
進

め
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
資
質
を
育
む
た
め
に
、「
個
別
最
適
な
学
び
」

と
「
協
働
的
な
学
び
」
を
推
進
し
ま
す
。
家
庭
に
お
い
て
は
、「
計
画
的
に

学
習
に
取
り
組
む
習
慣
づ
く
り
」に
取
り
組
み
ま
す
。

　

②「
教
育
Ｄ
Ｘ
」の
推
進

　

生
成
Ａ
Ｉ
が
社
会
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
の
進
化
は
め

ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
昨
日
の
常
識
は
今
日
の
非
常
識
に
な
る
時
代

で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
有
効

に
活
用
で
き
る
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
視
野
に
、
令
和
５
年
度
に
策
定
し
た
『
伊
丹
市
教

育
Ｄ
Ｘ
推
進
指
針
』
に
則
り
、
幼
児
教
育
に
お
い
て
は
、
登
降
園
管
理
や

午
睡
チ
ェ
ッ
ク
、
保
護
者
連
絡
な
ど
を
一
元
化
し
た
「
次
期
保
育
シ
ス
テ

ム
」
の
運
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
シ
ン
グ
ル

サ
イ
ン
オ
ン
を
可
能
と
す
る
「
学
習
ｅ
ポ
ー
タ
ル
」
の
整
備
や
、
す
べ
て

の
子
ど
も
に
と
っ
て
読
書
が
身
近
な
も
の
と
な
る
よ
う
電
子
書
籍
の
導

入
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

③「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」を
視
野
に
入
れ
た
教
育
の
推
進

　

近
年
、
社
会
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
全
国
的
に
子
ど
も
の
虐
待
や
う
つ

症
状
、
不
登
校
、
自
殺
な
ど
が
増
え
て
い
ま
す
。
国
の
宝
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
豊
か
で
幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に
は
、
子

ど
も
を
一
人
の
人
格
を
持
っ
た
人
間
と
し
て
尊
重
し
、
伸
び
伸
び
と
自

己
実
現
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
「
居
場
所
」
が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
子
ど

も
の
意
見
を
子
ど
も
に
関
す
る
施
策
に
反
映
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

学
校
に
お
い
て
は
、
教
育
活
動
中
は
も
と
よ
り
、
放
課
後
や
長
期
休
業

中
に
お
い
て
も
、「
子
ど
も
の
居
場
所
」づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

子
ど
も
の
意
見
反
映
に
つ
い
て
は
、「
こ
ど
も
基
本
法
」
に
則
り
、
子
ど

も
の
自
発
的
か
つ
主
体
的
な
成
長
を
支
援
す
る
視
点
に
立
ち
、
学
校
行

事
や
不
登
校
・
い
じ
め
へ
の
対
応
、
校
則
の
見
直
し
等
に
活
か
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
　
　
　

結
び
に

　

子
ど
も
た
ち
を
幸
せ
に
し
た
い
。
こ
の
「
願
い
」
が
教
育
委
員
会
の
究

極
の
目
標
で
す
。幸
福
で
あ
る
こ
と
は
最
大
の
価
値
で
す
。

　

私
た
ち
の
日
常
は
、「
今
日
は
ど
の
よ
う
な
料
理
を
作
ろ
う
か
」
、「
明

日
は
ど
ん
な
服
を
着
よ
う
か
」
な
ど
自
己
決
定
の
連
続
で
す
。
自
分
ら
し

く
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
自
己
決
定
、
す
な
わ
ち
、
主
体
性
と
自
己
肯
定

感
が
不
可
欠
で
す
。
様
々
な
教
育
活
動
を
通
じ
て
、
将
来
、
幸
せ
な
人
生

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
自
己
決
定
」
の
で
き
る
児
童
生
徒
を
育
て

て
ま
い
り
ま
す
。

　

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代
に
あ
っ

て
、
い
つ
の
世
も
変
わ
ら
な
い
教
育
の
本

質
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
教
育
は
「
国
家
１

０
０
年
の
大
計
」
で
あ
る
こ
と
を
心
に
置

き
、「
不
易
と
流
行
」
を
踏
ま
え
、
本
市
の
教

育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
基
本
方
針
（
要
約
）

令
和
6
年
度

令和 6年度
基本方針本文は
こちらから

教育の広報について
（お知らせ）

伊丹市の公式LINEからも教育
委員会のホームページにアクセ
スできますので、ぜひ登録を！

伊丹市公式LINE

令和6年度の教育施策について

は
じ
め
に

　子どもの幸せの実現を目指し、教育施策の充実を図ります。
　学力向上を図るため、児童が教科の勉強が好きになることを目指し、小学校に
授業アドバイザーを派遣します。また、増加する不登校に対応するため、複数
の課が協働した多角的な視点をもつチームによる不登校対策を図ります。
　「子どもの学びの充実」と「教職員等の働き方改革」を柱とした教育ＤＸを推
進します。第１弾として、学習ｅポータルや子ども電子図書館の導入、デジ
タル採点システムの試行運用等を実施します。
　子育て世帯の負担軽減のため、中学校給食
の無償化を実施し、小学校給食は食材費物価
上昇分を公費負担します。
　近年の猛暑を踏まえ、子どもの熱中症予防対
策のために、また避難所環境の向上を目的と
し、2ヵ年で市立小・中・高等学校全26校の体育
館空調の整備を進めます。

〇教育情報誌「すくすくぐんぐん伊丹っ子」
　(7月・12月)、教育広報紙「教育いたみ」
　(3月)は市のホームページにも掲載して
　います。
　　教育施策や教育情報を発信しており
　ますので、ぜひお読みください！


